
 

第
十
四
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ

ッ
ト
が
雲
仙
市
・
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
る 
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山
肌
に
棚
の
よ
う
に
重
な
り
、
そ
の
曲

線
美
を
見
せ
る
四
季
折
々
の
棚
田
景
観

の
美
し
さ
は
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
日

本
人
の
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
棚
田
は
、
経

済
効
率
重
視
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
に

よ
り
荒
廃
化
が
進
み
、
今
や
存
亡
の
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
多
く
の
賛
同

者
が
集
い
、
棚
田
を
守
り
後
世
に
残
し
て

い
こ
う
と
す
る
動
き
が
、
着
実
に
大
き
な

輪
と
な
っ
て
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
全
国
の
棚
田
（
千
枚
田
）
を

有
す
る
市
町
村
、
棚
田
保
全
に
取
り
組
む

団
体
・
個
人
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る

の
が
、
第
十
四
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
こ
こ
で
は
、
環
境
保
全

や
生
産
の
場
と
し
て
の
水
田
、
文
化
遺
産

と
し
て
の
棚
田
保
全
の
意
義
や
必
要
性

を
お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
都
市
住
民
な

ど
多
く
の
国
民
の
理
解
と
合
意
を
得
て
、

本
格
的
な
中
山
間
地
域
の
維
持
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

山
肌
に
棚
の
よ
う
に
重
な
り
、
そ
の
曲

線
美
を
見
せ
る
四
季
折
々
の
棚
田
景
観

の
美
し
さ
は
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
日

本
人
の
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
棚
田
は
、
経

済
効
率
重
視
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
に

よ
り
荒
廃
化
が
進
み
、
今
や
存
亡
の
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
多
く
の
賛
同

者
が
集
い
、
棚
田
を
守
り
後
世
に
残
し
て

い
こ
う
と
す
る
動
き
が
、
着
実
に
大
き
な

輪
と
な
っ
て
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
全
国
の
棚
田
（
千
枚
田
）
を

有
す
る
市
町
村
、
棚
田
保
全
に
取
り
組
む

団
体
・
個
人
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る

の
が
、
第
十
四
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
こ
こ
で
は
、
環
境
保
全

や
生
産
の
場
と
し
て
の
水
田
、
文
化
遺
産

と
し
て
の
棚
田
保
全
の
意
義
や
必
要
性

を
お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
都
市
住
民
な

ど
多
く
の
国
民
の
理
解
と
合
意
を
得
て
、

本
格
的
な
中
山
間
地
域
の
維
持
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

                                            

        

  

          

      

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 60号 

ジ
イ
と
鳴
き 

稲
の
か
お
り
て 

風
わ
た
る

 

由
利
子 

千
枚
の
思
い
を
集
む

田
毎
の
瀬

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 

歩 

開 催 期 間 平成 20年 10月 16日(木)～18日(土) 
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日  程 内                  容 会    場 

基調講演「みんなで語ろう、棚田の未来」 

（東京農工大学教授 千賀裕太郎氏） 

事例発表（長崎市立神浦小学校児童） 

アリーナ 

かぶとがに 

（長崎市） 

0月 16日

（木） 

大中尾棚田見学会 長崎市外海地区 

清水棚田見学会 雲仙市千々石町 

○分科会 

〔第１分科会〕 

棚田と環境・教育 

（棚田学会理事、棚田ネットワーク理事 安井一臣氏）

〔第２分科会〕 

一般市民参加による棚田保全 

（立正大学准教授 堀田恭子氏） 

〔第３分科会〕 

地域づくりと棚田の継承 

（熊本大学教授 上野眞也氏） 

〔第４分科会〕 

棚田地域での生産と販売戦略 

（マーケティングプロデューサー 平岡豊氏） 

〔第５分科会〕 

百姓と共に語ろう日本の農業 

（ＮＰＯ法人農と自然の研究所代表理事 宇根豊氏） 

○首長会議 

「中山間棚田地域の再生」 

（棚田学会会員、早稲田大学名誉教授 中島峰広氏） 

雲仙市内 

0月 17日

（金） 

全体交流会 雲仙メモリアル

ホール 

事例発表（雲仙市立千々石第二小学校児童） 

分科会発表（中島峰広氏） 

共同宣言（実行委員会会長 雲仙市長） 

次期開催地挨拶（新潟県十日町市長） 

雲仙メモリアル

ホール 

0月 18日

（土） 

市内視察 各視察地 



林
間
学
習 

 
東
海
市
立
大
田
小
学
校
五
年
生
七
十

七
名
は
、
「団
結
！ 

心
を
一
つ
に
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
鳳
来
寺
山
麓
の
東
海
市
「
山
の

家
」
で
三
日
間
の
共
同
生
活
を
実
施
。 

 

二
十
七
日
の
千
枚
田
の
学
習
で
は
棚

田
を
見
学
、
調
査
す
る
こ
と
で
、
豊
川
の

源
流
に
あ
た
る
水
の
様
子
、
そ
の
水
が
水

田
に
ど
の
よ
う
に
稲
作
な
ど
の
農
業
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。 

              

生
徒
代
表=

美
味
し
い
空
気
と
素
晴
ら
し

い
景
色
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
両
親
や
兄
弟
で
訪
ね
て
来
た
い
で
す
。

案
山
子
立
て 

八
月
九
日
、
名
古
屋
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
招
待
し
た
慈
友
学
園
の
子
供
達

と
楽
し
く
植
え
た
田
ん
ぼ
に
案
山
子
を

立
て
ま
し
た
。 

生
育
調
査 

八
月
九
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
は

実
習
田
の
水
稲
の
生
育
調
査
を
実
施
し

ま

 

し
た
。

有 

害 

鳥 

獣 

駆 

除 
 

田
畑
を
荒
ら
し
回
っ
た
大
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
！  

「
こ
ん
ね
、
小
さ
な
檻
に
百

㎏
も
あ
る
や
つ
が
、
ど
う
や
っ
て
入
っ
た

ず
ら
か
の
ん
」
と
自
慢
げ
な
猟
師 

村
雲

宣
充
さ
ん 

                 

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
雄
の
イ
ノ
ブ

タ
で
手
厚
く
埋
葬
し
ま
し
た
。 

在
来
の
イ
ノ
シ
シ
は
春
仔
で
二
〜
三

頭
が
産
ま
れ
る
。
産
ま
れ
て
も
「
う
り
坊
」

を
好
む
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
の
餌
食
に
な

り
成
長
す
る
個
体
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。 

繁
殖
力
旺
盛
な
ブ
タ
は
年
に
二
回(

妊

娠
期
間
約
百
十
四
日)

、
そ
れ
も
、
一
度
に

八
〜
十
頭
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
改
良
さ

れ
て
い
る
。 

そ
ん
な
、
繁
殖
力
旺
盛
な
ブ
タ
が
野
生

化
し
て
イ
ノ
シ
シ
と
夫
婦
に
な
り
年
に

二
回
も
出
産
。
猪
口
密
度
を
増
や
し
、
生

活
の
た
め
に
、
作
物
を
荒
ら
し
回
る(

猪
は

決
し
て
荒
ら
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
と
思
う
が･

･)｡ 
 

サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
に
生
活
圏
を
脅
か

さ
れ
て
い
る
我
々
住
民
は
、
そ
の
被
害
に

限
界
を
感
じ
て
い
る
。
も
う
、
蠅
や
ア
ブ

と
一
緒
で
、
追
い
払
う
だ
け
で
は
イ
タ
チ

ご
っ
こ
だ
。
「
獲
ら
に
ゃ
あ
、
し
ょ
ん
な

い
」
と
、
市
の
補
助
金
を
得
て
檻
を
各
所

に
設
置
、
そ
れ
な
り
の
捕
獲
効
果
を
収
め

て
い
る
。 

 

最
近
の
捕
獲
状
況(

四
谷
地
内) 

七
月
十
八
日
、
六
頭 (

一
つ
の
檻 

う
り
坊
♀
♂
同) 

八
月
一
日
、
一
頭 (

三
十
㎏ 

二
歳 

♀) 

八
月
三
日
、
一
頭 (

百
㎏ 

イ
ノ
ブ
タ
♂) 

念
仏
踊
り 

 

室
町
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
念

仏
踊
り
が
八
月
十
三
日
、
身
平
橋
の
西
組

共
進
連
と
中
老
衆
が
海
源
寺
で
本
尊
様

の
供
養
。
十
四
日
は
稲
熊
富
平
さ
ん
宅
で

新
盆
供
養
が
、
方
瀬
真
菰
で
は
石
川
和
幸

さ
ん
、
内
藤
成
志
さ
ん
宅
の
新
盆
供
養
が

方
真
連
と
中
老
衆
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

﹇
む
ら
の
伝
統
文
化
顕
彰=

伝
統
芸
能
編

の
部
﹈
に
お
い
て
身
平
橋
の
念
仏
踊
り

「
は
ね
こ
み
」
は
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

               

げ
な
げ
な
噺 

 

ほ
い
、
知
っ
と
る
か
ん･

･

な
に
ょ
お･

･ 

寛
政
年
中(

一
七
九
〇
年
〜)

に
や
ぁ
、
与
良
木

の
溜
水
の
大
工
サ
、
籐
兵
衛
サ
が
や
ぁ
、

段
戸
の
弁
天
谷
、
金
所(

か
な
と
こ
ろ=

学

校
林)

で
や
ぁ
〜
、
銅
鐸
二
枚
を
掘
り
出
し

た
っ
ち
ゅ
う
噺
じ
ぁ
な
い
か
ん･

･
･

ふ
ん
、

そ
り
ょ
お
、
今
じ
ゃ
あ
一
宮
の
砥
鹿
神
社

の
紳
宝
で
奉
つ
っ
と
る
だ
げ
な
だ
ぞ
ん
。 

大
工
サ
が
掘
っ
た
っ
ち
ゅ
う
こ
た
ぁ
、

山
芋
堀
り
に
で
も
行
っ
た
づ
ら
か
の
ん
。 

行

 
  
 
 

山

千
枚
田
保
存
会

 
 

平
成
二
十
年
八
月
十
五
日

鞍
掛

麓

 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

は ね こ み 


